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③ （一社）ネクストステップ研究会（三重県四日市市） 
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６ 「同時解決事業」における地域支援事務局業務 

(1)採択団体及び中部地方環境事務所との連携 

ア  採択団体等との連携、採択事業の進行管理及び連絡・調整 

⚫ 進捗状況確認表を次の通り作成し、事業の実施状況・予定などを採択団体、中部地方環境事務

所、EPOの 3者連絡会・協議会などの場で逐次確認、共有した。 

 

・関係者の役割の明確化、取組実施方

法の協議等（4回程度開催）
第①回：5/22 第②回：7/4 第③回：12/9 第④回：1/24

ⅰ）継続的体制の構築についての議論

ⅱ）都市部からの関心・ニーズ等対外

的窓口機能についての議論

事業計画の作成（別途様式あり） 初稿：4/24提出 完成：5/10締切
→→→以後も必要
に応じて修正

公共性・公益性に結びつけた目標設定

事業の過程の明確化；課題や当初目

標と結果との差異の分析

手法や留意事項等の明確化

NPO所属者・利用者等を対象に一定期

間を通した実証事業を実施

実証事業後に参加した個人へのアン

ケート等の実施

(※必要に応じて）安全性や作業効率

向上を目指した環境整備

地域住民を対象にクラフトづくりやログ

ファイヤーの交流会を実施（1回）

幅広い対象に本事業の報告会と専門

家によるセミナーを同時開催（1回／30

人規模／半日）

活動のＰＲや製品化に向けた企画会

議を実施

モニターを募集し、ログファイヤーの使

用感、他製品の要望、林福連携に対

する期待等のヒアリングを実施

多くの人にストーリーを語れるように、

活動内容をとりまとめたＰＲツールを作

成

ログファイヤーの性能・安全性を確認

する燃焼試験等を実施

月次報告：毎月5日
提出

本紙：

連絡会①：4/24 連絡会②：7/4 連絡会③：11/1
連絡会④：12/9協議

会③後に1時間程度

適宜実施 成果共有会：2/23

2/17構成案提出 2/28初稿提出 完成・提出期限： 3/19（木）

適宜実施

（２）平成31年
度事業計画の
作成

協議会①でディスカッション→出てきたアイデアの中から実行可能なものを協議会
②で検討。PRツール：他地域自治体・関係機関に成果を宣伝するものとして位置付
け。

事業計画、業務報告書等に盛り込む。
事業以後の目標として：ソーシャルビジネスのための「プラットフォーム」づくり
2年間の「成果」を③協議会でワーキング抽出。

事業計画、業務報告書等に盛り込む。

仕様書項目 確認した実施予定内容

（１）協議会の
設置・開催

協議会①で確認。NPOわおん（森カフェ）、地元銀行：チラシ配架協力。北信森林組
合との連携可能性。※森林林業振興会を窓口にした全国販売が保留。※今後、民
間との連携を増やしていきたい。

JTB名古屋と4/24、JTB長野と6/14打合せ。②協議会で情報発信方法等を検討。
志賀高原のホテル6社が8/22に視察。県産業フェアへの出展。同じ出展者（鉄工
系）との連携の可能性。中高生が部活で環境学習で作業の可能性。

協議会①で着火・利用体験等を行った上で、アイデア出し→出てきたアイデアのうち
実行可能性を協議会②で検討済み。→③協議会でアイデア実施状況の報告。未実
施事項のその後

【対象】上記イ製作講座参加者、キャンプ場（要アンケ回収督促）、ボーイスカウト
（台風で保留）、11/23EPOフォーラム参加者にも実施など

③連絡会の協議結果をうけて、パワポ等で成果を明示する構成・内容に修正。他地
域に本事業を普及するためのツールとする。「成果」は③協議会でもワーキング抽出
する。⇒2/23全国報告会での活用

含水率等の基準・規格等の明確化、品質維持→イ）製作講座時に燃焼実験を実
施。撮影画像、メモ等を確認。

（４）月次報告書及び進捗管理表（本紙）の提出
予定を記入したものを5/初提出／その後
は逐次提出

（
３

）
事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施

ア　実証

事業及び

プログラム

の確立

5月下旬に1回、7/4協議会②で実施済み。毎月1-2回（夏場、台風被害時除く）、こ
こからによる作業実施。→日時・人数・実施内容（製作本数等）の記録をとる。

実証実施後（2回実施）、感想等のヒアリング。
秋からの作業分についても実施予定。

治具の改善の記録（概要）を報告書に盛り込む。

イ　林業関係者等を中心としたログファイヤー
の製作講座の実施（近隣施設を活用）（講座1
回開催）

7/28主に地区住民を対象に実施済み。祭りの旗竿活用。参加者のIターン人材や古
民家建築事業者をステークホルダー等に位置付け。

ウ　交流
会及び報
告会、セ
ミナーの
開催

7/28上記イと同時開催済み。以後も機会があれば都度実施予定。

1/24会場：なちゅらで開催（実施後、協議会④開催）

（５）連絡会、成果共有会への参加

（６）支援事務局等との連携

（７）報告書（業務完了報告書）の提出

（８）旅費、謝金等の支払

エ　活動
のＰＲ
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イ  採択団体との連絡会の開催 

⚫ 採択団体、中部地方環境事務所、EPO との 3 者による連絡会を次の通り開催し、進捗状況、取

組内容・スケジュール等についての協議や確認を行った。 

 開催日 主な協議内容 

第 1 回 

連絡会 
4 月 24 日 

１．2019 年度の事業計画の確認 

２．「業務実施状況確認表」による進め方の確認 

３．第１回協議会に向けて 

・メンバーの確認（昨年度からの変更） 

・第 1 回協議会での協議事項について確認（EPO として実施したいこと） 

・EPO 主催「協働フォーラム」への協力のお願い 

・第 1 回協議会の日程 

４．その他 

 
5 月 22 日 

協議会後 

 次回協議会の開催に向けた打合せを実施。 

 次回連絡会を協議会開催前に実施し、GEOC 等の同席が可能な連絡会・協議

会として実施することなどを協議。 

第 2 回 

連絡会 
7 月 4 日 

１．2019 年度「業務実施状況確認表」で進捗状況の確認 

２．第１回協議会の振り返り 

３．午後の第２回協議会についての確認 

・全体の流れ、役割分担、ＷＧの進め方等の確認 

・EPO 主催「協働フォーラム」開催の紹介 

４．そのほか関連する取組等の報告（地区推進協議会や地域の動き、新しい取

組・団体、展開など） 

５．GEOC による情報提供等 

６．その他 

（１）第３回連絡会・第３回協議会に向けたスケジュール確認 

（２）その他 

第 3回 

連絡会 
11 月 1 日 

・業務の実施状況の確認 

・第 3 回協議会におけるディスカッションの内容の確認 

・「PR ツール」の構成案、「1/24 セミナー報告会」企画案の確認 

 
12 月 16 日 

協議会後 

・「PR ツール」の構成案（EPO 素案）の検討 

・「1/24 セミナー報告会」登壇者・プログラムの確認、参加者募集の広報展開等

に関する確認 

 
1 月 24 日 

報告会後 

・2/23 開催全国ギャザリングの提出資料、ブース展示資料について確認 

・「PR ツール」（報告会プレゼン資料）の修正事項について確認 

 

(2)採択団体の伴走支援 

⚫ 採択事業が円滑に実施されるよう、目標の設定や助言、地域内外で活動する関係主体や拠点施

設等の巻き込み等、必要な伴走支援を次の通り実施した。 

実施日等 支援内容 作成資料等 

4 月 24 日 

第 1 回 

連絡会 

採択団体の事務局メンバーに対し、本年度の

事業内容を確認し、協議会の開催スケジュー

ル、アドバイザリーからの（中間評価での）

指摘事項への対応などを協議し、必要な指

摘・提言等を行った。 

  事業実施状況確認表（連絡会でヒアリン

グした内容を整理・反映し、関係者に送

付して共有） 

  ログファイアーの性能・安全性を確認す

る燃焼試験等についての資料（業務の一

つ燃焼試験で留意すべきことを整理し、

団体側事務局へ送付） 

  長野県内の出展可能な環境イベントリ

スト（事業 PR が可能なイベントのリス

トとして団体側へ提供） 
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実施日等 支援内容 作成資料等 

  第 1 回協議会でのワーキング（ワークシ

ョップ）の内容説明資料 

5 月 22 日 

第 1 回 

協議会 

改めて同時解決及び SDGs について説明し、

中間評価会議での指摘事項、EPO 中部が本事

業の PR も兼ねて開催を計画しているイベン

トなどについても説明した上で、今後の展

開、ログファイヤー活用に関するアイデアを

抽出するワーキングを EPO中部のファシリテ

ーションにより実施した。 

  ワーキング用シート（A0 サイズ） 

  同時解決、SDGs、中間評価会議での指摘

事項、EPO 中部主催イベントの説明資料 

6 月中 

7/4 開催・第 2 回連絡会、第 2 回協議会の実

施のための調整、進め方の確認。 

連絡会を飯山駅前の飯山市文化交流館なち

ゅらで開催することになり、会場の使用申請

等を行った。 

  7/4 連絡会・協議会の日程調整表、及び

両会議で必要な資料等の原案を作成。 

7 月 4 日 

第 2 回 

連絡会 

採択団体の事務局メンバーに対し、事業の進

捗状況を確認し、第 2 回協議会の進め方、成

果発表に向けたＰＲツールの内容について

協議し、必要な指摘・提言等を行った。 

  事業実施状況確認表（連絡会でヒアリン

グした内容を整理・反映し、関係者に送

付して共有） 

  第 2回協議会で実施するワーキングの説

明用資料 

7 月 4 日 

第 2 回 

協議会 

第 1回協議会で提示されたアイデアの振り返

りとそれをいつまでにどのように進めるか

整理するワーキングを進行した。また、福祉

施設の人の作業現場を見て、福祉関係分野に

おいて、本事業で行うべきことを抽出するワ

ーキングも実施した。 

  ワーキング用シート（A0 サイズ） 

 

  （開催後）ワーキング結果をとりまとめ

た資料（簡単な時系列に整理したアイデ

ア集）を作成し、事務局メンバーに提示 

7 月 28 日 

体験講習会 

交流会 

地域住民等を対象にしたログファイヤーの

体験講習会、交流会に同席し、SDGs について

の説明を行った。 

また、ログファイヤーの燃焼実験を進行し

た。 

  講習会の様子、燃焼実験の結果等を撮影

した画像を事務局メンバーに提供 

  製作したログファイヤーを EPO内で解説

を掲示して展示 

8～9 月中 

11/23 開催協働フォーラムで、同時解決事業

の PR も盛り込んだ企画を検討し、関係者へ

の調整を行った。 

登壇する島岡未来子先生（早稲田大学教授）

に、当日は採択団体のメンバーにアドバイス

などいただけるよう依頼をした。 

また、飯山市による「後援」を取り付けた。 

フォーラム開催案内チラシには本事業の説

明も掲載し、チラシの配布とあわせて本事業

の PR も行っていただくよう手配した。 

11/1 実施の 3 者連絡会の開催準備として、飯

山市文化交流館の使用申請を行った。 

  フォーラム開催案内チラシ 

  飯山市への後援申請書類 

10 月 

10 月 12-13 日の台風被害（飯山市街地浸水）

発生による関係者の安否確認、事業の進捗へ

の影響などの確認を行った。 

－ 

11 月 1 日 

第 3 回 

連絡会 

採択団体の事務局メンバーに対し、事業の進

捗状況を確認し、第 3 回協議会の進め方、Ｐ

Ｒツールの構成案、セミナー・報告会の企画

案について協議し、必要な指摘・提言等を行

った。 

  事業実施状況確認表（連絡会でヒアリン

グした内容を整理・反映し、関係者に送

付して共有） 

  第 3回協議会で実施するディスカッショ

ンの内容案 

  本事業 1 年目までの活動の「見える化プ

ログラム」チャート 
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実施日等 支援内容 作成資料等 

11 月 23 日 

EPO 主催 

フォーラム 

EPO 主催の協働フォーラムを飯山市で開催

し、採択団体も事業ＰＲを行った。また、採

択団体の現状、将来展望を念頭に置いた講演

を行ったほか、交流会では地域循環共生圏づ

くりプラットフォーム取組団体や EPO中部協

働コーディネーターとの意見・情報交換を行

う場づくりを行った。 

  フォーラム資料として、2018 年度に採択

団体が作成・発行したリーフレット、チ

ラシを配布 

12 月 16 日 

第 3 回 

協議会 

第 2 回協議会の振り返りと「①今後の事業展

開の可能性について」「②福祉施設の人たち

による作業の現場を見て得られたアイデア

について」「③飯山林福連携事業の（２年間

の）“成果“とは？」の 3 題をテーマにしたワ

ーキングの進行を行った。 

協議会終了後に、「PR ツール」「セミナー・報

告会」の企画案の確認、検討を行う事務局打

合せを実施した。 

  ワーキング用の資料、シート 3 種（AO サ

イズ） 

  （開催後）ディスカッションの結果を整

理したとりまとめ資料を作成し、事務局

メンバーに提示 

  事務局打合せで提示した「PR ツール」の

構成素案 

1 月 24 日 

セミナー・

報告会 

採択団体主催）セミナー・報告会に登壇、参

加して SDGs 概論の講演を行った。 

  セミナー登壇の際の SDGs 概論の講演資

料 

1 月 24 日 

第 4 回 

協議会 

報告会終了後に開催した第 4回協議会に出席

し、2 年間の振り返り、今後の展開について

提言を行った。 

－ 

1 月 

報告会終了後に事務局打合せを実施し、2/23

開催全国ギャザリングのプレゼン用資料に

ついて確認を行った。また、採択団体側のプ

レゼン用資料作成の確認、修正案の提示等を

行った。 

  2/23 開催全国ギャザリングのプレゼン

用資料とブース展示用資料 

2 月 23 日 

成果共有会 

全国ギャザリングで事業の説明、PR、及び採

択団体のプレゼンのフォロー等を行った。 
－ 

3 月 
採択団体の年間業務報告書の作成支援、内容

確認等を行った。 
－ 

 

 

(3)環境省及び全国支援事務局との連携 

ア  月次報告の提出、全国支援事務局からの照会対応 

⚫ 5 月に全国支援事務局（GEOC）へ、採択団体作成の「事業計画」を提出した。その後、全国支

援事務局からの指摘事項に対し、修正方法の提案等、修正箇所の確認等を行った上で、5 月末

までに修正計画を再提出した。 

⚫ 毎月 10 日の期日で、採択団体の月次報告と EPO による支援内容を記載した月次報告書を全国

支援事務局へ提出した。 

⚫ そのほか全国支援事務局からの問合せや連絡調整等に随時、対応した。 
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イ  関連会議への出席、資料作成対応等 

⚫ 次の全国支援事務局主催の関連会議に出席し、必要な資料を作成・提出した。 

開催日 名称 次第項目 

6 月 21 日 

第 1 回 

同時解決事業形成

会議 

開会の挨拶（民間活動支援室 河野室長） 

1.成果の取りまとめにむけて 

-アドバイザリー委員会を踏まえた全国事務局の仮説 

-全国委員・地方委員からのフィードバック 

-採択事例を元にした意見交換 

2.支援事務局振り返り 

-協働加速化事業と同時解決支援事業との伴走支援の相違点 

-年度末報告会（ギャザリング）の企画 

11月 19 日 

第 2 回 

同時解決事業形成

会議 

1.成果の取りまとめと成果報告会について 

2.進捗状況の共有 

3.意見交換 

2 月 23 日 全国ギャザリング 

・同時解決事業の概要説明 

・UNU よりプレゼンテーション 

・企画①アピールタイム 

・企画②コミュニケーションタイム導入 

・コミュニケーションタイム 

・企画③全体ディスカッション 

・採択団体コメント 

・アドバイザリー委員コメント 

 

【作成した全国ギャザリング発表用資料（GEOC提示フォーマットによる作成）】 
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【作成した全国ギャザリングのブース掲示用資料】 
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(4)加速化事業採択案件に対する照会等対応 

⚫ 今期、中部地域の過去の加速化事業採択案件に対する照会や問合せ等は、特に寄せられなかっ

た。 
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７ EPO 中部のこれまで集積したネットワーク及びノウハウの整理 

(1)EPO 中部関連の過去報告書の整理 

⚫ 第 4期までに EPO中部が集積してきた中間支援組織の関わる事例等を各主体（中間支援組織、活動主体、行政）の観点からノウハウ・業務などを中部

地方の取組事例として整理し、翌年度の公表に向け PRツール（ウェブサイト含む）の検討を行った。  

⚫ 検討の結果、EPO中部関連の公開可能な全ての過去報告書のリスト整理と、報告書に掲載されている主催イベントの抽出、データ化を行った。 

 

【イベント／登壇者リストの一部】 
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(2)アーカイブとしての活用・公開に向けて 

⚫ 第 1 回 EPO 中部運営会議、中部地方 ESD 活動支援センター企画運営会議の委員、及び EPO 中

部・協働コーディネーターに過去報告書の活用方法について諮ったところ、アーカイブとして

活用できるよう公開する提案があった。 

⚫ そのため、全ての過去報告書に掲載されている（過去に EPOが主催等した）セミナー・フォー

ラム等イベントの抽出を行い、登壇者と登壇タイトル等をリスト化する整理を行った。 

⚫ EPO 中部ウェブサイトに過去の全報告書のリスト及び閲覧ファイルを掲載・公開できるよう、

登壇者・登壇タイトル等の検索可能なリストとして作成し、EPO ネットワーク人材リストとし

ての活用・公開が可能になるよう整理を行った。 
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８ 環境基本計画に沿った環境教育支援業務 

(1)実施概要 

ア  多様な主体との連携 / ワークショップの実施 

① 内容（インプット） 

 前年度の環境基本計画に沿った環境教育支援業務において開催した、SDGs 理解インプット・セ

ミナーを経て構築できた 11団体とのネットワークを基盤に、今年度は新たなステークホルダーの

巻き込みも図りながら、地域主体の SDGs 普及促進の深化、及び地域のネットワーク構築を目指

し、富山県南砺市と黒部市にて、地域ステークホルダーと連携し、「地域循環共生圏」と「同時解

決事業」をテーマとした実践セミナーを実施した。 

 

協働実施パートナー 

(ア)南砺市セミナー：南砺市、北酸株式会社 

(イ)黒部市セミナー：黒部社会福祉協議会、大高建設株式会社、NPO法人 明日育、（一社）

でんき宇奈月 

 

② 結果（アウトプット） 

 企業や大学等、多様な主体 26 団体（昨年度の団体からは 6 団体）、延べ 75 名の参加があった。

内容については、アンケートに協力いただいた方々の 100%から「良かった」「大変良かった」との

評価を得た。また「事後の取組へのヒントが得られたか」との問いにも 80%以上の方々から「得ら

れた」「大いに得られた」との回答を得た。 

 

 

イ  事後の変化（アウトカム） 

 事後、参加者への電話や直接会ってのヒアリングから、本セミナーを経て協働事業化が進んだ

り、自団体での SDGs実践体制に取り入れるなどの、具体的な変化が生じている例を複数確認した。 

 

 

ウ  考察及び今後について 

 この 2年で、富山県を中心とした主に自治体・企業・団体間で、互いにコンタクトを取りあえる

継続的なネットワークの基礎を築くことができた。また、研修に参加したステークホルダーは、研

修で取り上げたキーワード「パートナーシップ」「同時解決」「地域循環共生圏」を取り入れた具体

的な活動を展開しつつあるため、教育支援の面でも効果を上げていると言える。 

 3年目となる次年度は、これら事例の発信と共に、現段階では関係性の薄かった教育分野との連

携を主軸とし、地域における自発的・継続的・相乗的な SDGs普及促進体制（ネットワーク）の構

築（完成）を目指した事業を行いたい。 
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(2)多様な主体との連携 / ワークショップの実施 

ア  南砺市 

(ア) 開催概要 

⚫ 日時：2019年 8月 26日（月）13:30～16:30（10:00～12:00見学会） 

⚫ 場所：南砺市クリエイタープラザ（多目的ホール/カフェトリアン） 

⚫ テーマ：地域循環共生圏 

⚫ 講師：渡部厚志 氏（公益財団法人 地球環境戦略研究機関ＩＧＥＳ 持続可能な消費と生産領

域 主任研究員／リサーチマネージャー ） 

⚫ 共催：南砺市 / 協力 ：北酸株式会社 

⚫ 参加者：37名 12団体（※前年度参加団体） 

所属団体 参加者数 

南砺市※ 9 

北酸株式会社※ 12 

大高建設株式会社※ 2 

wood studio 株式会社 2 

YKK（個人参加） 1 

クリア家具合同会社 1 

とうざわ印刷工芸株式会社 1 

となみ青年会議所 4 

なんと未来支援センター 1 

株式会社島田木材 1 

千代田オフセット株式会社 1 

北陸電力 1 

 

(イ) 内容 

【見学会（10:00~12:00）】 

セミナーのオプションとして実施。南砺市エコビレッジ推進課の引率の下、20 名が参加。南砺市

ペレット工場、桜ヶ池クアガーデン（ペレットボイラー）、古民家移築コミュニティースペース「か

ず良」の 3カ所を巡り、地域循環共生圏の基盤について知見を深めた。 
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① 基調講演「SDGsと地域循環共生圏」 

公益財団法人 地球環境戦略研究機関ＩＧＥＳ 主任研究員 渡部厚志氏 

 

要旨）SDGs は地域を元気にするために活用できる。ずっと先の、社会全体のことまでを最初から

考えなくてもいい。地域循環共生圏は、地域の大事なものを活かし、地域の社会と経済を元気にす

る。具体的な実践方法は、SDGs のゴール同士の関係性・相乗効果を考えながら、エントリーポイ

ントを見つけ、動きながら学んでいくこと。そうすることで、やっていることが地域のどこに効く

のかが見えてきたり、次第にやりたいことや仲間が広がっていく。 

  

【発表スライド】 

①  ②  

③  ④  

⑤  ⑥  
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⑦  ⑧  

⑨  ⑩  

⑪  ⑫  

⑬  ⑭  

⑮  ⑯  
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⑰  ⑱  

⑲  ⑳  

21  22  

23  24  

25  26  
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27  28  

29  30  

31  32  

33  34  

35  36  
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37  38  

39  40  

 

② 事例紹介「南砺市エコビレッジ構想について」 

南砺市ブランド戦略部 企業誘致推進室長 久保剛志氏 

 

要旨）南砺市エコビレッジ構想は、南砺市に伝わる「土徳文化」を次世代に継承する取り組みや支

え合いによるまちづくりの取組を通じて、地域資源の循環や相互補完が可能となる人材育成プロ

グラムや住民参加による自治組織形成を促進するとともに、これらを基金運営等により支えるこ

とで、SDGsも併せて更に進化させ「一流の田舎」を実現しようとするもの。【６つの基本方針】①

再生可能エネルギーの創出 ②農林業の再生 ③健康医療福祉介護の連携④次世代の人材育成 ⑤

ソーシャルビジネスの推進 ⑥新しい暮らし方の提案 

  

 

【発表スライド】 

①  ②  
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③  ④  

⑤  ⑥  

⑦  ⑧  

⑨  ⑩  
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⑪  ⑫  

⑬  ⑭  

⑮  ⑯  

⑰  ⑱  
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⑲  ⑳  

21  22  

23  24  

25  26  
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27  28  

29  30  

 

③ グループワーク 

渡部氏の主導の下、グループごとに解決したい地域課題を考え、それに対するプロジェクトを SDGs

ホイールのワークシートを用いて、それぞれのゴールの関係性を考えながら（線で結びながら）検

討し、発表して全体共有した。 
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(ウ) 当日アンケート結果 

① 見学会 

 (n=19) 

➢ エコビレッジペレット工場等すごいと思った。 

➢ ペレット工場初めて見ました。自分の仕事と直結しない分野でしたがそれが逆に刺

激になりました。 

➢ 具体例を知ることができた。弁当が美味でした。 

➢ 資源の有効利用を直接見ることができてよかった。 

➢ 森･林業の問題地産地消の良さを目で見ることができよく理解できた。 

 

② 基調講演 

 (n=25) 

➢ SDGｓが分かりやすく自分ごととして考えるきっかけとなった。 

➢ SDGｓの目標はとても大きな課題で取り組みのスタートが難しいと感じていたが、

身近なところから入り口を考えたら良いと思った。 

➢ アルメニアの例、あまり考えすぎずにできるものと知ることができた。 

➢ 固いイメージの SDGｓでしたが考え方を見方を学んだ。 

➢ 身近に感じることができた。 

➢ 分かりやすく説明されました。ありがとうございました。 

 

19%

81%

0% 0%

基調講演

大変良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった

19%

81%

0% 0%

基調講演

大変良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった
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③ グループワーク 

 (n=25) 

➢ いろんな職種と話ができてよかった。 

➢ グループで話し合いをすることにより様々な発想が生まれることを感じた。 

➢ グループワークを通して一人ひとりがどのような意見を持っているか知ることが

でき新しい考え方などが分かった。 

➢ たくさんの方々の貴重な意見が聞けた。 

➢ ワークシートの記入が難しかった。項目が難しい。 

➢ 関連付けるといろいろつながっていると感じた。 

➢ 考え方１～３のやり方がとてもわかりやすく、社内教育でもやってみようと思いま

した。 

➢ 少し難しかった。 

➢ 地域事例を聞いた。 

➢ 民間の方と話すことで今までと違った目線でものを見ることができた。考え方が変

わった。 

➢ 民間事業者の方のアイデアを伺えてよかった。 

 

④ 事後へのヒント 

 (n=25) 

➢ 「これ」という決まりは無く自由な発想でグループワークをしました。 

➢ いろいろお話が聞けてよかったです。 

➢ グループワークでの意見交換を通して視点が少し広がったような気がする。 

➢ グループワークを通して南砺市の問題点を考えることができた。自社の SDGs 目標

を考えるきっかけとしたい！ 

➢ ヒント、考え方が得られました。よく考えて仕事につなげたいと思います。 

➢ 今あるものからできることから動いていこうと思いました。 

32%

68%

0% 0%

グループワーク

大変良かった

良かった

あまり良くなかった

良くなかった

6%

88%

6% 0%

事後へのヒント

とても得られた

得られた

あまり得られなかった

全く得られなかった
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➢ 今後自分のできることを考えていきたい。 

➢ 市外の方の目線で南砺市の優れた点、産業、モノを教えてもらった。 

➢ 他の企業等いろんな方の考え方を知った。 

 

⑤ 全体を通じて 

➢ ありがとうございました 

➢ とても貴重な時間でした。ありがとうございます。 

➢ 移動時にややスムーズに行かない部分があったように思いました。全体にはすばら

しいセミナーでした。 

➢ 一日多くを学べました。また、南砺市の魅力を存分に感じました。ありがとうござ

いました。 

➢ 回数を増やしてほしい。 

 

イ  黒部市 

(ア) 開催概要 

⚫ 日時：2019年 11月 28日（木）13:30～16:30 

⚫ 場所：立山黒部ジオパーク交流施設 わくわく広場うなジオ 

⚫ テーマ：同時解決事業 

⚫ 講師：長井一浩 氏（一般社団法人 Green Dawn Project※ 理事長／NPO法人 明日育 常務

理事・事務局長） 

⚫ NPO法人 明日育／ 協力 ：大高建設株式会社、一般社団法人でんき宇奈月、宇奈月自立塾 

⚫ 参加者：38名 18団体（※前年度参加団体、★南砺市セミナー参加団体） 

団体名 参加者数 

富山県※ 1 

南砺市※★ 1 

北酸株式会社※★ 2 

大高建設株式会社※★ 2 

黒部市社会福祉協議会※ 1 

一般社団法人 立山黒部ジオパーク協会※ 1 

YKK（個人参加） 1 

とうざわ印刷工芸株式会社 1 

でんき宇奈月 3 

宇奈月自立塾 12 

株式会社 延楽 2 

森のエネルギー研究所 2 

日本林業技術協会 1 

富山県立大学 4 

有限会社 西部トラベル 1 

JICA北陸 1 

お酒のお宿「喜泉」 1 

NPO 法人 明日育 1 
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(イ) 内容： 

① 基調講演「Green Down Project と SDGs」 

一般社団法人 Green Dawn Project 理事長 長井一浩氏 

 

要旨）Green Down Project は羽毛を扱う企業や関係者と協力してリサイクル可能な羽毛製品の回

収と製品化・流通を進めているプロジェクト。障がい者を雇用する仕組みで、環境課題と経済課

題、福祉課題の同時解決が可能。繋がり合うことで新たな価値が生み出される。そのためには、相

手を自分を「知る」「考える」ことから始める。利害で、参加型で繋がり、常識にとらわれない発

想で、小さなモデルから始め、役割を分担しながら共創。何よりも「楽しい」ことが一番。 

 

  

 

【発表スライド】 

①  ②  

③  ④  
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⑤  ⑥  

⑦  ⑧  

⑨  ⑩  

⑪  ⑫  
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⑬  ⑭  

⑮  ⑯  

⑰  ⑱  

⑲  ⑳  
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21  22  

23  24  

25  26  

27  28  
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29  30  

31  32  

33  34  

35  36  
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37  38  

39  40  

41  42  

43  44  
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45  46  

47  48  

49  50  

51  52  
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53  54  

55  56  

57  58  

59  60  
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61  62  

63  64  

65  66  

67  68  
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69  70  

71  72  

73  74  

75  76  
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77  78  

79  80  

 

② 事例紹介：「地域内エコシステム＠宇奈月温泉」 

一般社団法人 でんき宇奈月 理事 堺 勇人氏 

大高建設株式会社 山本 健太郎氏 

一般社団法人 日本森林技術協会 川井 祐介氏 

 

要旨）地域材を薪として活用し、温泉施設等の熱エネルギーに活用する仕組みを、生活自立支援団

体「宇奈月自立塾」と連携して構築していこうとするプロジェクト。現状は実証試験段階ではある

が、取組を通じて互いに学び気付き合い、各主体が主体的・自立的になりつつある。 

  

 

  


